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要   旨：    

背景と目的： 発酵乳製品は、良い食事の質および心臓代謝プロフィールと関連した。 

      しかし地中海沿岸住民で、これらの関連はよく特徴づけられていなかった。 

      この研究の目的は、高い心臓血管系リスクの地中海沿岸住民で、食事の質お

よび発酵乳製品全体およびそのサブタイプの摂取とメタボリックシンドローム

要素の有病率との間の関連を評価することであった。 

 

方法と結果： 開始時の横断解析を、PREDIMED-Plusコホートに募集された過体重また

は肥満でメタボリックシンドロームのある 6,572人の男性と女性（平均年齢：

65歳）で実施した。 

      143品目の食事頻度アンケートを使用した、そして身体計測、生化学および

血圧の測定を記録した。 

      発酵乳製品およびそのサブタイプの 4段階摂取量とメタボリックシンドロー

ムとの間の関連を解析するのに多変量調整Cox回帰を適合させて、相対リスク

(RR)および 95％信頼区間(95％CI)を推計した。 

      発酵乳製品の高い摂取量の参加者は、果物、野菜、魚、ナッツと、全粒パン

の高い摂取および白パン、アルコールと、クッキーの低い摂取を報告した。 

      チーズ摂取が最低の(4段階)参加者よりも高い(4段階)参加者は、メタボリッ

クシンドロームの低HDLコレステロール要素の低い有病率を示した

(RR=0.88；95%CI: 0.78-0.98)。 

      チーズ摂取は、高トリグリセリド血症の有病率と逆相関した。 

      発酵乳製品全体、ヨーグルト、およびその種類は、どのメタボリックシンド

ローム要素とも関連しなかった。 

 

結  論： 非摂取者と比較して、発酵乳製品を摂取した参加者は良い食事の質を報告し、

特にチーズ摂取者は、メタボリックシンドローム要素である高トリグリセリド

血症および低血漿HDLコレステロール値の低い有病率を示した。 
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